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　古河市三和公民館は，老朽化や耐震性等の問題から，平成26年6月に閉館となりました。そのため，市では，
住民ニーズを踏まえ，地域交流の新たな拠点となる施設として「古河市三和地域交流センター（愛称：コスモスプ
ラザ）」の整備を行いました。

　■事業期間：平成27～ 30年度　（社会資本整備総合交付金【都市再生整備計画事業】，合併特例債を活用）
　■施設概要：多目的ホール（座席数 385席），実習室，会議室　等　
　■開館時間：午前8時30分～午後10時

　笠間稲荷周辺地区に位置する旧井筒屋旅館本館（木造3階建）は，明治27年建築といわれ，築後120年の長い
歴史がある老舗の旅館であるとともに，正月の初詣や菊まつりをはじめ，多くの観光客が賑わう門前町のシンボル
として，長年にわたり市民に愛されてきた建物です。東日本大震災の影響により，旅館としては廃業となりました
が，歴史ある建物を残して欲しいという市民の意見もあり，笠間市が取得し，貴重な建築資源の保存により，街並
み景観を維持するとともに，市の歴史情報（笠間城の歴史資料，市に功績のある偉人の紹介）と観光情報の発信拠
点及び市民や観光客の交流拠点として活用するため，曳き家，耐震補強を施し，改修を行いました。

　■施設概要：
　　　１Ｆ：観光インフォメーション　２Ｆ：歴史展示コーナー　３Ｆ：会議室　　屋外：交流広場
　　　開館時間：午前9時～午後10時

トピックス

お問合せ先　コスモスプラザ　TEL：0280-76-1517（代）

お問合せ先　笠間市まちづくり推進課　TEL：0296-77-1101（代）

～ 古河市三和地域交流センターが完成しました ～
平成30年10月23日　竣工式　

～ 笠間市　かさま歴史交流館井筒屋 ～　　平成30年4月　開館

竣工式の様子 センターの外観 多目的ホール

館内の様子 井筒屋の外観 菊まつり時の井筒屋
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　経済産業省及び国土交通省の平成30年度「高度な自動走行システムの社会実装に向けた研究開発・実証事業：
専用空間における自動走行などを活用した端末交通システムの社会実装に向けた実証」のひとつとして，ひたち
BRTのバス専用道路（一部一般道）において，自動運転バスを運行する社会実験が行われました。
　ラストマイル自動走行の実証評価として，コミュニティバスによる取組は，日立市が全国で唯一選定されました。

　実験は，10月20日～ 28日（25日，26日を除く），実際に乗客を乗せて行われました。
　走行路線は，ひたちBRTバス専用道路及び一般道（JR大甕駅～道の駅日立おさかなセンター間）で行われました。

　　
　　
　　
　大甕駅周辺地区のまちづくり目標『豊かな環境に包まれ，若者が映え，多様な出会いのあるまち』を実現するた
め，整備を進めていた大甕駅東西自由通路と駅舎が12月8日に供用開始されました。自由通路の整備により，東
西の市街地が一体化され，駅利用者の利便性が向上すると共に，東西の交流が促進され，まちの賑わい創出が期待
されます。
　■事業期間：平成24～ 30年度　（社会資本整備総合交付金【都市再生整備計画事業】）
　■事業概要：大甕駅関連整備（自由通路，駅舎，駅前広場，関連道路　等）　
　　　　　　　BRT関連整備（道路，バス停　等）　
　■自由通路のデザインイメージ：
　　◆「海」「緑」のデザインイメージをもとに，地下駅及び通路の欠点である『あかり（光）』を強調。
　　◆地上部との接続には，自然採光を取り入れる工夫を施し，差し込む光に導かれ，街に向かうことをイメージ

トピックス

お問合せ先　日立市都市建設部新交通推進課　TEL：0294-22-3111（代）

お問合せ先　日立市都市建設部新交通推進課　TEL：0294-22-3111（代）

ラストマイル自動走行の実証評価の実施（日立市）
～ ひたちBRTバス専用道路を利用した実証実験 ～

～ 大甕駅東西自由通路が開通しました ～
　　平成30年11月27日　開通式　

出発式の様子【10月19日】　 　　　　
道の駅日立おさかなセンター多目的広場
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　県では，地域住民の道路維持への積極的な参画を促すため，道路の植樹帯を利用した新たな取組みを行っていま
す。この取組みは，地域住民が自ら植樹帯の利用・管理を行うことで，まちの賑わいの創出と維持管理費の削減を
目的としており，今回，本格導入に向けた課題や対策を検討するため，社会実験を実施しました。
　※筑波大学の渡 准教授の協力を得ながら実施しました。

＜社会実験の概要＞
　■実施内容： 沿道の店舗が道路の植樹帯をオープンカフェやコミュニティスペースとして利用する一方で，植樹

帯の日常管理（清掃等）を行う
　■実施期間：11月1日～ 30日
　■実施箇所：2箇所（つくば市東新井地内）

平成30年11月27日（火）に都市計画セミナーを茨城県薬剤師会大会議室にて開催しました。

　○テーマ：『地域の課題を自ら解決できる人と場の基盤づくり－MICHIKARAとシビックイノベーション』
　　講　　師：　山田　崇（塩尻市　地方創生推進課）　様

　　　　　　　　2012年から「空き家から始まる商店街の賑わい創出プロジェクト “nanoda” 」を代表として開始。
　　　　　　　　2014年に「地域に飛び出す公務員アウォード2013」大賞を受賞。
　　　　　　　　2016年5月からは，内閣府 “地域活性化伝道師” を務められております。

　　　　　　　　　ご自身が経験した取り組みを踏まえ，貴重なご講演をいただきました。
　　　　　　　　　参加者は，山田様の講演を熱心に聞き入っておりました。

トピックス

お問合せ先　茨城県土浦土木事務所　道路管理課　TEL：029-822-4347

お問合せ先　茨城県土木部都市局都市計画課　TEL：029-301-4583

道路空間を利用した「市民が憩える広場的空間整備」社会実験の実施
茨城県土浦土木事務所　

～ 都市計画セミナーの開催 ～


